









































































































































































































































































































と七 1 マ1) と
マリ アフワカの内陸国で、 を酉から ージエールJI!古人 を南北にセネガルJ1が流れてい
る。 はサハラ 万人 (1997年現在)で、るOは約 124]jk ri、
パンバラ族、マラカ族、フラニ族、ソンライ 23以上の部族で構成さ その80%以上が河畔 ん
でいる文19)。
4 文20) の中では、マリの気候について次のよう
ている orマリ るO 1 1月から 5月 で、 l
2月から 1月頃まで 関で、 く、 ユ。し
かし、マワの気候は緯度によってそ なり異なっている O すなわち、
あるためサハラ も極めて少なく年間 100ミリを ない。
で大陸的であり、 関ミリの降雨 l土、 4月から 6 し
(ハルマタン) く 2月頃はかなり大きい。 るo 5 -7月にわたる雨期が
あり、 は700ミリを るO 温度及 きく異なる。 Iマリの人
口は と しているが、更に他の地域からも
ニジエール}I i上@中流域地方は、吉くは 3. 4 ごろから
られる O
されたといわれ、 9世紀頃に
ガー にマ 1) にはノてンノてラ つぎつぎ、13 、15





















































































闘H:lJ!~ : A.C.M. van Weslcn fUnsettcled: Low-income housing and mobility in Bamako， Mali， pp.91， 1995J 
図1.3パマコの空間的変容
-8ー







l次調査(19ヲ5 年 9 月 3 日 ~14 日)では、上述の 3 地区の典型的と思われる十数覇地の平面採取と
している各世帯の代表者 l人(原知的に家に常住している成人の世帯構成員を
としたが、成人の子供が答えている世苦もある)に対して、調査票を基に指示的部接による聴取調査を打っ
た。第 2 次調査 (1996 年 7 月間日 ~8 月 15 日)は、第 1 次調査のデータ
3 次調査 (1997 年 7 月 30 日 ~8 月 15 日)では、 3 地区の典型的かつ集合居住の実懸を杷握するために
































































????8 6.8 1220 45 13 ソゴニコ
7. 19000 94190 675 J¥マコ
H¥ !l~ : SitualIon Actuelle du Logcmcnt au Mali， Stratcgic Nationalc du Logcment au Mali， 





tl¥典:ProgammeDωennalc Des Investisscments， Etude Du devcloppement Urbain Dc B縫nako，Ministerc de I'Atlministration Tcnitoriale et du 






イリマジョは郊外に広がりつつある の不法占拠地援である O都心部から率で約30分程度、 15k臨離
れたパマコ
きた。パマコ














パンコニは、パマコの北東部に位置する る O ら最も近く(約
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マリでは、 し、その大部分はバマコ している O .5.2のパマ
コの概要で述べたように、マ 1) パマコの はわずか話 だったのが、砂野年には 100






1965 1976 1987 1995 
(人) (人) (人) (人)
毘全体 4500000 6308320 7620225 9375132 
都市 1057000 1550000 2200000 
ハマコ 165500 419200 675000 1200000 
髄資料:!) Progamme Dccennalc Dcs lnvestisscments，巳tudeDu devcloppem巴ntUrbain De Bamako， Ministere de I'Administration Territoriale et du 
Developpemcnt a laBase， Direction du 針。}巴tUrbain， Mali， Banque Mondiale-Groupe HuiトBecom-SNED， 1992 
2) Strategie Nationalc de Logement su Mali -Situation actuelle du logcment au Mali -R巴publiquedu Mali， UNCHS (Habitat) ，1993 
1) 2)の資料から祭者が作成したもの
パマコへの 出身者の都市への流入は大きく三つ 1965~ 1977~ ]983 
年、 1984~1ヲ95年に分けられる O 以下では、その3つの時期を中心に人口集中の契機、その影響、当時の
を述べる O
( 1)1965 ~ 1976 
マリ独立直後に、国家建設のために大量の労働者が農村からパマコに流入してきた。しかし、当時、大
農村出身者の都市への流入にも関わらず、 1965年の国勢調査iJ11) によると、マリの全人日の90協は農
村に、都高には 10% していなかった。当時、都市人口43万人のうち 379も約 ]6万人がパマコに居































ト を するためのモ 15) 文35)O にマリ
けのローコス











人口¥¥~ 増加¥期¥間 1965~1976 1977~叩83 1984~1995 
(人) (人) (人)
既成市館地等 328500 544500 735000 
不法占拠地 90500 130500 465000 
ハマコ 419000 675000 1200000 
自然増加 77300 ]11500 307000 
農村流入者 181000 144200 493000 
増加 258300 255700 800000 
駿資料:1) Progammc Dcccnnalc Des lnvestissemcnts， Etudc Du dcveloppcmcnt Urbain De Bamako， 
Ministere de I'Administration Territoriale et du Devcloppcment a laBase， Direction du Projel Urbain， Mali， 1992 
2) Strategie Nationale de Logemcnt su Mali -Situation actuelle du logement au Mali 























都心部 10000 1070 
商業地区 8000 950 
!日市錨地 209500 26550 
新市街地 159500 21960 
形成中市街地 15000 2190 
ピラ地区 38000 5545 
不法占拠地区 206000 32360 
村落 29000 3565 
合計 675000 94190 
占拠地匿の
置資料 Stratcgic Nationalc dc Logcmcnl 5U Mali Situation aclucllc du 10しsたcmもcnのI加 Mali
















法占拠地区の形成と拡大、住宅不足と衛生環境の悪化、居住形態、の多様化等が生じている O 本章の 1.6.1で
述べたそれらの問題へのマリ政府の対策を見ると、 に対する長期的な視野が欠落している




てある O しかし、 2002年の都市人口の残りの24万5千人が居住できる住宅地を開発することができないた
め、新たな不法占拠地区が形成されることが考えられる O このように、パマコ当局等のプロジェクトでは
単純に増加してくる人口に対して住宅や宅地を新たに供給すること等のハード的側面のみを重視している







たことが分かる O しかし、都市化と都市への 中の問題を抱えている多く の都市のよう
に、パマコでは低所得者や特定の農村出身者のみが居住するスラムやスコッターが形成されていない。パ











































を を明らかにする O 更に、集合居住の牛.成と をそ
デル化し、パマコの f集合住宅化Jの過程とそのパターンを明らかにする O























の生活行動の と の特徴を らかにする o r行動場
し、 と を らかにする O
して、集合形式毎の中庭での l自の
を らかにする O りを し、
なりと と を らかに
を固定化・ る るO




ら し、 と を































1)マリは、 1863年フランス軍が西スーダンに侵入、 1880年代にフランス鎮西アフリカ植民地の一部となったo 1960年6月初日にセ
ネガルと合体した形でマリ連邦独立宣言をし、様々な政治的な問題により、 8月初日のマリ連邦解体に伴い、 9月22日にマ 1)共和
国として改めて独立宣言をした。マリ独立後、国家建設時に嘗都パマコの道路や施設の建設のため、パマコへ大量に移住してきた
農村住民が都市人口増加を急速化させた。(文献21，24，25参照)
















入125.000Fr.Cfa以上)に分けられているo (出典:Etude De FactibHite D'une Banque lmmobiliere Au Mali， Agence Cooperation et 
Amenagement， Urbanor， Paris， 1982.9) 
10)建築様式のことではなく、西洋的な生活様式(室内でテープルで食事する)を可能とする空関構成をもっ住宅のことである O 電気
や水道などが整備され、壁はコンクリートで、居間(サロン)を中心とした空間構成をもっ O 主に高額所得者が居住している O
11)マリの独立後の初めての国勢調査である O
12) SEMA (Societe d'Equipement du Maliの略)はFED(Fond Europeen de Developpement、ヨーロッパ開発基金)の援助を受けて、マ
リの現職公務員、海外及び国内で勉強中の公務員予定者の住宅需要に応えるために設立されたO
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を捉えた研究はほとんど見られない。アフリカの住居の研究では、 SusanDENYER文1)やSuzanneP. BLIER 
U がアフリカ全域を対象に、伝統住居の空間的特骸を文化的側面から捉え、前者は様々な地域の住居の形
態と住様式、後者はトーゴとベニンのパタンマリバの建築的表現を通して、農村社会や集落における建築






















































CONE ON GROUND 





は四角し く見られる O む塀は自子煉瓦か、 によって
いることもある を泥のモルタルによって を塗っ臼
たもので、 こと治宝ある o Susan 18) によると、特にマリ を
としている には共通な点が見られる O には、それら 、拡大家族 (100
る所i、「それと人j，.j、上の場合もある) とする である「寝る所j、 る所j、
を夜聞入れておく所」、または、「食べる所J、 って しながら
どで中庭を中心 されている O これらの構成要素の内容や画地内 なってく
る。 にノてンノfラ 2.1)とドゴン を述べる O2.2、 の洲2.3、





































































最も知られているマリの歴史的都市であるトンブクツ (Tombouctou) とジェネ (Djenne)で発展してき











2.4、 2.3) 0 また、 をテラスとする場合がある O スダニック様式の画地は、屋根が摩く作られ、
路に面した部分に土作りのですりが設けられている O
スダニック様式の画地と隣接の画地の間に曜または部屋が設けられており、全ての画地は道路に面して













出典:Pierre MAAS， Geert MOMMERSTEEG fDJENNE Chef-d'oeuvr巴ArchitecturaIj


























の居住地が開発され、 1画地は20mX 20mで4画地を l街区としての土地区画整理が行われたoA.C.MVan 
WESTENによると、植民地時代に多くの現地人は政府から土地のみを取得し、その土地に政府と関係なく








0，.閥均阿amesof African districts 
藤l'，典:A.C.M. van Wcslcn rUnscltcl吋:i ，ow-mCO!11C housing and !110hilily in I地nako. いていフランス
Mali， pp.81守 1995J
図2，61960年のマリ独立直前のパマコ るO

























本研究の調査結果 と特徴を述べる O パマコのEて、











トへと をもっていることが分かる 2部を参照)。それを している O
も て全てトイ しているが、スダニック様式
関 られている O このよう と によって、
と なっているが、 しているかどうかによってそれぞれの機能
られる O 本研究では、 と中庭の関係 目して、 を、ベ























以下に、 4つの住宅形態の空間構成の特徴と相違を述べる(国 2.9)0 
( ) と している 2.10、 o と中庭しか居住者の生
活行動の場を な が寝室か中療で行われ、特に複数の非血縁















2.12、 o しかし、テラスを持っている しもベランダをもっているとは限らない。
ベラン は中庭で行われている (団策、 にテラス るO ま
た、ベランダ、テラスの存在によっ くの生活行動が行われると考えら より狭くなっ
ている O
(4) ピラ はサロンを中心に寝室等の空間が廊下で結ばれており、トイレ、 している





基本型 ベランダ型 テラス型 ピラ型


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































樹木 111 ハンガー圃・ 1十:，:i;、まど叫附己i圭:¥'l:貸{聞の場合(民)、防iUil人数)、部族、 /.'H主年数 (1わ)
SN: Sonrai {ソンライ絞 BN: Bambara (パンパラ族 MR，Maraka(マラカ族 FL:Ful叩 1 (7うニ族 NM:No聞加u(ヌム抜i




























は41画地中 l画地のみにある O また、ガレージ (95S2，95S8， 96S4)、ハンガーi.:4) 1， 96Bl， 






やイリマジョの画地 (96Ylを除く)では、寝室棟の壁は日子煉瓦で、仕上げに泥が塗つである O また、画






































































































l土、 3 (イリマジヨ@パンコニ@ソゴニコ)の典型的な を 玉、ノtてf
コの中挺型在来住宅の半面的特徴を把握し、 と を ら
した。
(1) Eて、バマコの と を した。パマコ
フランス バマコには様々な し、中
それら を受けていると である
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国地No珊 人数世帯数 敷地面積 中鹿顕横居住菌横ユチィリティその他 取得/建設年次
96Y1 16 2 1162 974 133 32 23 1994 
97Y1 12 1 877 721 93 31 32 1983 
H混 97Y2 10 2 676 559 99 18 O 1992 
縛 9585 12 5 233 100 102 15 16 1972 
型 9682 18 1 624 375 181 15 53 1966 
9684 1ア 2 287 111 126 28 22 1968 
9686 21 3 303 1 i 6 137 17 33 1971 
9583 15 5 273 124 119 22 8 1972 
9584 15 7 360 145 196 10 9 1972 
9681 23 8 781 527 191 36 27 1960 
9581 30 7 544 258 156 18 1 i 2 1965 
大 9582 24 2 602 230 298 52 22 
1967 
，玉4事『足 9683 24 2 278 103 152 20 3 1985 
賃 9687 25 3 553 216 
262 30 45 1972 
貸 9688 25 5 354 178 
145 16 15 1965 
型 9689 15 3 738 573 90 
21 54 1965 
9783 22 5 444 161 211 17 55 1977 
9784 27 3 711 289 236 23 162 1967 
9785 49 5 554 316 221 16 O 1962 
9787 23 3 323 95 269 19 3 1967 
95Y12 10 3 448 356 81 11 O 1987 
96Y2 8 3 740 653 70 17 O 1988 
賃 9683 21 10 480 280 181 19 O 1980 
貸 9586 10 1 327 235 64 18 10 1967 
型 9588 11 1 306 93 156 23 33 1967 
9681 30 9 613 253 301 36 23 1970 
9781 19 5 407 219 181 7 O 1979 
9782 29 3 310 203 90 17 O 1970 


















パマコの を とした研究には、 Alain




























と中 された後、酉地内では様々な増改築が行われ、 ではそれら を














ている C その後、 。自 に従い、に入るが、
される 、ヲ、 97S5、96S) 0 ると2 
では、
)と される るO ま
') 
J される(ヲ6Sもあり、その時も
同族の親戚が地方から つもあり、そのため もと る
あるが、ほとんどの と同じ を使っている O 第 4期のでは、 lま での
、?? 出と独立居住、娘たちの結婚等に伴い世帯が縮小する可能性もある O それに前後して
大家の収入状況に変化があった場合出 1)、収入源として子供等の転出によってできた空き を非血縁世




創成期 一一「 成長期 i 安定期 i 成熟/解体期
一一 i-婦ぷ 一幅下子供の成長と独量一 i-大家耐え状況の変化
i-年長の子供の自立 ト寄宿する親戚の増加 ト年長の子棋(男)の就職と独立




・子供部屋の建設 ト子{共部屋の増改築 ト子供部麗の増改築 ト賃貸居性者の部屋の増改築









































るために要に子供部屋、子供世帯の部窓等が増改築される (50真・図3.1.3の95S) 0 しかし、大家
が画地に居住して間もなく賃貸居住者の入居が行われ始まった園地では、部屋等の増改築の内容に賃貸












取得/建設時 変容段賠1 変容段構2 1997~手現在の状況











































⑨井戸 O木 喜ハンガー ( )内の数字は部屋番号
盟関目nml:より集会居住が鰯始される
































































歯凡例口空間名:v:ベランダ、 T:テラス、 D:鱒、 K:台所、 WC:トイレ、 H:鳥小農 口構成概: ⑥井戸 O木 霊ハンガー ( )内の数字は部屋番号

































































中庭型在来住宅での増改築は、 る(表3.3) 0 部窟等の増築は、集
われていることが多い。また、 2に関わら
?
? る 1 0 に多い。
l土、 される場合が多いが、していたもの
のために転用することもある O また、 前にベラン




は、 、開'- らの を
受け入れる際、 間 たれることもされ、
あり、また、第 1夫人以外の夫人の部屋の増築も、 間 を て行われることもあるが、ほと
んどの画地で の距離を て増築が行われていない。






増築 7高 ;1ト治華街 改築 画地数 転用対象部屋 菌地数
大家夫婦部麗 ア 2部麗→隠IJ寝 5 夫婦→子棋 2 
大家来部麗 4 前寝→2部麗 1 来鱒→子供世帯 3 
大家夫人部盤 2 トイレー ..2トイレ 2 夫婦→護策 6 
大家子f共部慶 19 2トイレ→トイレ 1 夫婦→その他 6 
大家子世帯部麗 8 j吉→部麗 3 夫人→子供世帯 1 
置貸部麗 14 部屋→癌 S 夫人→欝捷 2 
居間 3 そのイ'tl3 2 夫人→その他 1 
へ。ラ〉タe 12 子供→子棋世帯 3 
丹ス 6 子供→歯貸 11 
倉庫 ア 子供→その他 ア
台所 7 親戚→子供 3 
トイレ 9 親戚→子供世帯 5 
府 6 親戚→鑓錯 4 



















本節では、中庭型在来住宅における と との関係を検討する O























にあると考え、それらを「集合住宅化|している画地であるとする O 従って、 I血縁型集合層住、大
われている している るO
ここでは、調査対象画地の集合居住の生成過程を に遡って検討する(次頁の表3.4) 0 












のほとん(1997年まで)以上の画地は多されてから 20 される O また、
































































2 )に分けてモデル化すると、次頁の留3.3のように大きく 6つのパターンが挙げられる o [翠内の太い
点線より右でそれぞれのパターンの集合居住が行われる(該当覇地について特--51頁@菌を参照) 0 
















①、②と⑤では集合居住が行われ始める O ①と②では、大家の子供が結婚後、 と fかまどJを
もある O それに伴分離して、集合居住が始まる O しかし、結婚後、大家の子供は極地から転出する











































湖北:男性 。仏:女柑性炉4コ:失嫡縛伊苧:家赫族鮒設輔絡企趨叫叫d丈り-~ :淵娘が鳩綴鱒媛駅で馴 O司声0:状大家駅と他倣失人μとの峨絡婚 ~コ~叫込咋:大域家の死亡






























































る拡大家族Jに変容が見られることを示した O l土、 によって生成
されているが、その時期は、画地の取得/建設当時、大家世帯のライブステージが変容される時期、大
家が亡くなる時期に分けられる O それに対して、ほとん は、画地の取得/建設当時




























る麗敷内という意味の英語である (OxfordStudents Dictionary of Current E時lish，pp120、参考文献し 。本研究で、使っ
ている画地と類似な部分はあるが、コンパウンドは主に集落の小屋群、拡大家族のまとまりを表す用語として寵われてきた。
6)Friedrich W. SCHWERDTFEGER fτraditional Housing in African CitiesJが引用されている O



















2)Emile LE BRIS， Annick OSMONT， Alain MARIE， Alain SINOU fFamille et Residence dans les ViIles Africaines -Dakar， Bamako， Saint駒




















































































































































































































































? ? ? ?
































































B(7) I V(5) I T(2) B(4) I V(8) I T(2) B(3) I V(l3) I T(6) 
S IN U IS N U IS N U S N UIS N UIS N U S N UIS N UIS N U 
広さ 7 o 0 401 1 0 1 400 6 0 2 1 0 1 I 1 I 3 2 8 4 0 2 
要素の数 01 0 7 2 0 3 200 202 413 200 o 0 3 5 1 7 4 1 I 
管理 61 1 0 500 200 2 2 0 4 1 3 1 1 0 201 805 2 0 4 
利用 01 I 6 302 1 0 1 1 1 2 3 0 5 I 0 I 201 8 1 4 I 0 5 












プライベートでなし はテラスで行われていると している く、テラス型住宅では
間利用の序列化が存在していることが分かる O テラス として使われ
ている場合が多いため、テラスをもたなし 中庭の科用におい くなっている O
表4 住宅形態別にみる空間利用上の問題点
空間利用の特蝕 空間利nu二の問題
基本 -就寝以外の日常行為が全てrjl~定 -寝室と中庭の問に緩衝空間確保がi本i難ff.IJ -寝窓でのi'ライハ万一の確保の安本がい





テラス摺 . rjl/走、へや7ンγの機能の一部がテラスに移行 ミ・ハ"7.1)汁空間として居住者の要求に応
-寝室、ヘ7ンゲでのプラfハヲーの確保が容易 えるのは困難
まとめと考察


































































ると判断された20画地i3) (次頁@表4.1)を対象に、 7:30~ 時:30まで分毎に10分間it4) 、中庭における















95S1 544 258 156 ? 
95S4 585 318 234 9 
96S1 613 253 301 9 
96S3 278 103 152 2 
96S4 287 110 126 2 
96S5 310 210 78 
96S6 303 116 137 3 
96S7 553 216 262 3 
96S8 354 178 145 5 
96S9 738 573 136 6 
96S10 632 251 347 1 
97S1 407 219 181 5 
97S2 310 203 90 4 
96Bl 781 527 176 9 
96B3 480 280 181 10 
96B5 334 226 72 3 
97B1 260 158 83 5 
97B2 380 273 89 3 
95Y12 448 355 85 3 
イ1)マγ96Y2 739 652 70 2 
合計 102 




























図4.212:00~ 19:00の用具の分布 (96B3) 図4.312:00~ 19:00の全行動の分布 図4.412:00~ 19:00の調理・団築の行動場所
-68-
は、中庭での生活行動に着目して、複数世帯の集合居住が行われる際の行動場所の形成と広がり、





























4.3 おける と の役割
1 用具の
中庭で使われる かまど類、皿類、鍋類、うす、かめ、バケツ、たらい、ポッ
ト、茶セット等がある O これらの用具はーカ所に されておらず、移動が容易
である O 多く は、用具
な用具は、中庭型在来住宅の中庭にある
に従って集められている O これらの用
とである O また、 を通して、行動場所に






















rechaud a gas* 













































































茶セット Ithe minan マ1)茶、同紫、按ー 持、休*Lt

























に置かれている O また、 .6の食事の場合は、食べ物の入った容器を中央に置き、それを囲む























































行動 |調理 i食事 i鴎紫 洗濯 j皿洗 i手洗 iその他
堂望塾* 12 3 4 512 3 4 512 
寝窓高官 115 1 14 4 1161泣 3 1 ~--r-~11 
パランダ 15 116 
場tjcの周辺112 Is 3 125 10 5 111 
所泊所 i部 I 1 19 
戸周辺 I 1 






起床後、 7:30から8:00の間に、寝室前や台所とその腐辺を中心に朝食の調理や食事が行われる O その後、
10:00までは、多くの画地では、中庭の木陰、塀際や寝室前等で図築、井戸の周辺で皿洗、洗濯が行われ
































(11 :30で8由) 0 を除いて「行動場所の共有jの回数は少ない。家族が揃う朝夕
前や寝室内で行われることが多く、家族単位の行動として他世帯との「行動場所の を拒む傾向が
あると言える O は、行われる回数、 「行動場所の共存jの回数共に一日を通して多い。これは、マ
リの生活スタイルの一つの特徴であるが、 に時間がかかる調理の合間に






















































































































賃貸型集合居住では、全世帯が台所を使わずに寝室前を利用している場合 (96S 0) と責任者派16)の世
帯等一部の世帯のみが台所や唯一の木の周辺を利用している場合 (96S1、97S1、97位、 97Bl、96B2)が
あり、台所がない画地で居住者自身が仮台所を設置し、全世帯がそこを調理場としている場合もある






5 52 14 。
自 。69 46 3 2 
部 z7 印 24 4 2 










を行う場合もある (97B2，9751， 9752) 0 木陰で食事の行動回数が多くなっているが、木陰で食
事ができるのは大家世帯、大家の子供世帯か、賃貸型集合居住の責任者の世帯のみである O





9 2 9 
dEEコ% 






が行われる場合もある(表4. 6 ) 0 血縁型集合居住と大家賃貸型集合居住の大家とその血縁世帯の間で
は、 によって、 国策の[行動場所の が多くなる場合もある O
世帯の寝室前では団梁の行動回数が多くなっている O 向 に居住する世帯間では国策の「行動場
所の共有Jは多いが、血縁型集合居住のように全世帯による回梁の「行動場所の共有jは少ない。
また、画地あるいは世帯によって図築の行動が行われる範囲は他の行動より広い場合もあるが、，ベラ











43 14 7 忽
100 10 2 122 
























ように、水を である盟洗と は、血縁世帯以外は、 はないこと














r-二 九¥ 1/ケ二で¥¥ IlriJじ[1抑制?で行われることが多い一一九 人o 1( R 1 R2 ) I '." J仰では「行動場所の交わりjがはられる
(01 02') I --ーで.....---¥i ¥~ーデ士てでで¥j 大家質問では賃貸jlHiyのみの{行動場所の交わりjがよ
¥〈‘ てノ RlR2 ':1 (R3 R4，1 られる
一一一 回 ¥-..._-酬J/1 ¥----ノ1・11刊では部の!H:"i'iの f行動場所の交わりが見らjL之
IHIlH;:をずらして行われることが多い






































































































































1)拡大家族が共同居住を行う際、全世帯は生計を lつにしている O 食事の仕度は世帯の持ち囲りで、行われ、当番にあたった世帯が







しい。雨季は6月から9丹頃の期間であるo (IJICA国別協力情報マリ¥""'!!JUVJl!，"，of Mali) J国際協力事業団平成4年度)より
6)回築という行動は日本では親しい人達(仲間、家族)が集まってなごやかに話したり遊んだりすることを意味するように、パマ

























































































る(国5.1と図5.2) 0 符動領域の形成と広がる範囲の特徴を検討する O



















口きを間名 取:復愛 ABr :前裳 EBr: :窓~ 51:サロン St:倉庫 w.c.:トイレ K:台所 υc:盤陵中 Vr:へ・ランゲ Tr:行λHg:助金~
日中庭愛情 。:各世帯の行動制 臼;ながし 躍;井戸 田富:建設中 ①:樹木 f:水船 田:コンクリートブロ yクをストバ





以下で述べる は大家世帯の世帯主から見た血縁関係である O また、 の )な

































































に表示物でそ を る行動を るO
を参照)と の を表して
と を がそれより大き と小さし
を述べる O
は、 ほうがが小さいヲ6S6では、 くなって
いる O しかし、同じ さい96S4'で、 の なくなっている O
ほうが大きい96S3では、 と
なくなっている O して、 より少し大きい96S8では、
が多くなっている o 95S4" 96S7は、 るた
め、 も多くなっている O ほうが大き みと
%錦、%引では、 f行動領域の共有Jは少ない。
lま は、 ほう さしゅ7S2とヲ6S10である O




















96B51 96S4 96S6 
居住年数(年)1 30 30 I 32 10 I 17 I 32 32 
世帯主の立場i長男次男 i大家親戚i大家i次男 親
人数(人) I 3 3 I 13 5 I 14 I 2 16 
世帯主の部族IBam Bam I Ful Ful I Sen. I Bam Bam 
寝室前の環境i石並石並i樹木樹木iテラス i盛土樹木
大家賃貸型
帯嵐持て 95S1 95S4 96Bl 
居住年数(年) 6 4 12 2 35 2 6 2 50 4 5 
世帯主の立場 次男 3男賃貸賃貸 3男賃貸賃貸賃貸 大家
人数(人) 3 2 7 3 i男 6 5 i男 8 3 5 
世帯主の部族 Sen Sen Bam Bam Ful Sen Minia Bam B丘m B昌m
寝室前の環境 盛土 テラス 樹木盛土 石並盛土樹木石並 樹木樹木
賃貸型
96S1 96Sl0 
4 4 2 8 8 7 7 9 7 4 17 2 
賃貸賃貸賃貸 賃貸賃貸賃貸賃貸 賃貸 賃貸 賃貸R賃貸賃貸
5 2 i女 4 2 9 1 10 6 6 6 1 6 
Sonr Mar Bam Bam Bam Ful Mar Mar Mar Sonr I Sonr I Mar Ful Bam I Sonr Malin 
寝室前の環境トルが-1石並石並石並石並盛土l石並石並盛土盛土i盛土l'吋。-1樹木盛土石並l'吋二石並
注: 所有形態:賃貸R=聾貸型の費任者、長男などは大家の世帯主との関係を示す 人数:1女口独身女性、 1男=独身男性



































と1 となっている O ハンガーを設け










1 、それぞれ l本ずつ、ヲ6S3では大家世帯のみ)、 のみ

















































































を設けていることが多く (37世帯のうち17世事)、行動領域もその範囲内にとどまっている o 6人以上の世
わらず中庭での生活行動は少ない。夫婦のみと子供が3人までの世帯は寝室前に「石並J
-91-










O 略塑 一士 一 」 ← 一一一………塑虻吃 士型雪噂浄ゆゆ浄絢"嗣岬.剛刷白







































































4 5 lま を して、 と
を ら にしたO しカョし、 の る意
と を ること いては あるの 社会的
と態
を るために、 えて、 を いる るO 本
l土、 を と を
るO また、 と とで、 る るO
わたっ 2 している 1人(原則的
している を えている)に対して調査票
った は、 フェース 自に加え、


































画地の形態:1.基本盟、 2.ベランダ型、 3.テラス型、 4.ピラ型
援の材料:1::士、 2:セメント煉瓦、 3'.コンクリートブロック











の立場と調査地区別に見ると、 く、 20代、 30代と40代が多いの




と くなっている O の ら


















現画地での屑住年数を尋ねた結果(図6.7)、最も多かったのは 1-5年で、その次は 6-1 0年、 1
1 -1 5年の)1貢ある O 多くの大家とその血縁世帯の現画地での居住年数は20年以上はあるが、
には、 5年未満の極めて短い居住年数の世帯が多い。しかし、パンコニとソゴニコでは、 20年以上





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































るO ソゴニコでは、 1世帯が複数の部屋を賃貸している場合ラスイすき は 10.000~20.000
と を している場合はあるが、後者の場合i土、 になっていることが多
い。壁材料がセメントかコンクリートブロック
バンコニでは、家賃は2500~5000 Fr.CFAとなっている O 不法占拠地区であるため、建築材料も





















































































































































メワットとして J 、 [経済的なバランスj、 r ~大家族の継続j
られている 7 )。それを によっ ると、 は、 [大家族の継
「経済的なバランスJ られている O とそ
なバランスj、 「大家族の継続j、 「岩住者同士の協力j としている M
i土、 jのみを評舗としている O また、 によっ




の制 I~ミj 、 「家族構成の違いj、 「文化の違いj、 の
も られてはいるが、 しているにも関わらず、それを
は少ない。 に見るデメリットは次の通りである O l土、











酪地の共有・共舟 4 5 空間rT.さ問題 O 
居住者向士の協力 6 18 24 行動が制限される 3 4 
居住者向士の交流 4 5 身を下げる O 2 
仲間意識が生まれる G 3 3 居住者同士のいじめ 2 
経済的なバランス 12 2 14 家族構成の違い 2 5 
共同管理カずできる 。 居性者同士の喧嘩 2 17 
家族関係の強化 。 意識の違い 13 2 
社会勉強ができる 2 文化の違い 4 
大家族の継続 10 G 10 家震問題 2 2 
田舎嵐生活の継続 3 4 出費が増えた 4 O 
その他 14 15 衛生的問題 2 2 






































































































人¥間¥¥関係~¥¥立¥場 大家 賃貸 合計
(V.C.50) (V.C.49) (V.C.99) 
相互理解し合う 12 13 お
協力し合う 10 5 15 
接触なくて良い 1 お 31 
利用制限すべき 4 4 8 
特になし 12 2 14 









































































9)Communaute Franc Africaineの略で、!日フランス領の経済留が使用する共通の通貨である O 相場はフランスフランの変動に依存して
いる o lFr.CFA=0.48Yen (1992年4月末現在、出典:国捺協力事業団JICA国別協力'情勢マリ共和国、平成4年度、











































































































































































































































る研究ー 複数世帯による中庭共同利用の特徴ー j吉田 哲/ウスピ・サコ
パマコの中庭型在来住宅の集合居住に関すiiウスピ・サコ/宗本順三















5 Iる研究そのI ft~事情と実験プロジェクト無錫 井上普ー/侃 紅
崎新村の実態 I
中間におけるオープンハウジングに関す






























































1996.09 I i 寅会梗概集E2pp.247-248
i日本建築学会大会・学術講
1996.09 I 匝演会梗概集E2pp.347-348 
口頭発表
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SOUT臼良部玄学術論文995. 1 0 --_.... 
Vol.ll ヲ口頭発表
2 


























マリ共和国の住環境整備に関する調査I1 ?:!~O!J 中庭平Ij用 共同化のるl 
(首都パマコ I~1997.08 実態の観察調査
I Les~_t=~ers d'Ete de Cergy Pontoise， 119970勺 新都市の計額






















3 I~二了二て……に関する調査検討報 分担執筆 1994.03 (財)日本建築総合試験所
pp7-174 
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システムの確立・ 高田光雄
7 I及 る研究一住宅建築における環 1996年定 (財) 日本建築建築セント
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